
わたしの議会。 No.196

2026
8

６月会議報告����������２
常任委員会報告�������２～３
議員別表決結果���������３
政務活動費報告���������４
納税等状況報告���������４

一般質問����������５～ 10
ＴＯＢＡミライトーク募集� �����10
鳥羽市議会サポーター感謝状贈呈式・
意見交換会の実施���������11
９月議会スケジュール� ������12

とば市議会だより 目次

7月14日（火）相差町にてくじら祭りが開催されました。7月14日（火）相差町にてくじら祭りが開催されました。
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6月
議会報告

　令和８年度鳥羽市一般会計補正予算（第２号）ほか、財産の取
得についてなど、執行部提案議案11件、議員発議１件を審議しま
した。

・
そ
の
他
の
通
告
・

問	�

動
物
死
骸
の
回
収
業
務
は
、
時
間
帯
や
休

日
対
応
、
現
場
状
況
で
負
担
が
異
な
る
。

現
在
の
小
動
物
３
千
円
、
大
型
６
千
円
の

単
価
は
、
実
態
に
見
合
っ
て
い
る
の
か
。

答	�

環
境
課
長　

現
行
は
一
律
料
金
だ
が
、
土

日
対
応
や
作
業
困
難
な
場
所
な
ど
様
々
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
。い
く
つ
か
の
料
金
パ
タ
ー

ン
を
設
け
る
の
が
本
来
の
形
と
考
え
て
お

り
、
現
行
単
価
の
妥
当
性
も
再
度
検
討
し

た
い
。

問	�

積
算
根
拠
に
基
づ
く
予
算
要
求
を
ど
う
受

け
止
め
る
の
か
。

答	�

財
政
課
長　

担
当
課
が
労
務
単
価
や
市
場

価
格
を
調
査
・
把
握
し
、
積
算
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
等
が
あ
れ

ば
、
手
数
料
や
業
務
委
託
も
含
め
、
担
当

課
の
調
査
等
を
受
け
予
算
要
求
の
中
で
検

討
し
た
い
。

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

動
物
死
骸
処
理
業
務
の
実
態
と

物
価
高
騰
等
を
踏
ま
え
た

委
託
契
約
の
適
正
化
に
つ
い
て

　各常任委員会に 10 議案が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
９
号　

鳥
羽
市
立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

〈
内
容
〉
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
81
条
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
で
効
率
的
な
都
市
運
営
を
実

現
す
る
た
め
、
居
住
誘
導
区
域
お
よ
び
都
市
機

能
誘
導
区
域
の
設
定
等
を
内
容
と
す
る
立
地
適

正
化
計
画
を
策
定
。

立
地
適
正
化
計
画
と
は

　

�

都
市
計
画
法
を
中
心
と
し
た
従
来
の
土
地
利

用
の
計
画
に
加
え
て
、
居
住
や
都
市
機
能
の

誘
導
に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

行
政
常
任
委
員
会

　常任委員会は、その部門に属する事務に関して調
査を行う権限を持っています。その権限を活用し、
議員は委員長に執行部に対して質問したい内容を事
前に通告し、議案審査終了後に通告内容に沿って質
疑応答を行う鳥羽市議会独自の取組です。

その他の通告とは
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常任委員会報告

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
２
号　

令
和
８
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

 

●	�


老
人
福
祉
一
般
事
業
（
志
摩
広
域

行
政
組
合
が
運
営
す
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
も
や
ま
苑
に
お
い

て
、
空
調
機
器
の
入
替
を
10
月
か

ら
11
月
に
施
行
す
る
た
め
の
経
費

と
し
て
、
一
般
事
務
組
合
負
担
金

を
補
正
）…

３
７
２
万
３
０
０
０
円

問	�

今
後
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

そ
れ
に
伴
い
市
の
負
担
が
大
き
く

な
る
。
事
業
の
精
査
を
行
う
時
期

に
来
て
お
り
、
志
摩
広
域
行
政
組

合
に
市
の
意
見
を
述
べ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答	�

今
回
は
、
と
も
や
ま
苑
の
エ
ア
コ

ン
の
件
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
施

設
も
老
朽
化
し
て
い
る
の
は
事

実
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
広
域
で
維

持
し
て
き
た
枠
組
み
と
、
今
後
の

鳥
羽
市
と
し
て
の
負
担
感
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
あ
り
、
話
し

合
い
を
し
て
い
き
た
い
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
同
意

　

三み

浦う
ら　

元も
と

幸ゆ
き　

氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

同
補
充
員
を
選
出

委
員

　

勢せ
い

力り
き　

吉よ
し

男お　

氏

　

坂さ
か

倉く
ら　

八や

重え

子こ　

氏

　

濱は
ま

口ぐ
ち　

晃こ
う

吉き
ち　

氏

　

杉す
ぎ

原は
ら　

ま
ち
子こ　

氏

補
充
員

　

上う
え

田だ　

功い
さ
お　

氏

　

服は
っ

部と
り　

佳よ
し

彦ひ
こ　

氏

　

濱は
ま

口ぐ
ち　

香か
お
る　

氏

　

小こ

久く

保ぼ　

尚ひ
さ

子こ　

氏

人　

事

議員別表決結果令和8年6月4日～ 6月22日会議 ○○：賛成　××：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

倉く
ら

田た

正ま
さ

義よ
し

五い
が
ら
し
十
嵐
ち
ひ
ろ

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

山や
ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

瀬せ

﨑さ
き

伸し
ん

一い
ち

南み
な
み

川が
わ

則の
り

之ゆ
き

濱は
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

久ひ
さ

河か
わ

村む
ら　

孝た
か
し

戸と

上が
み　

健け
ん

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

坂さ
か

倉く
ら

広ひ
ろ

子こ

尾お

﨑ざ
き　

幹み
き

世せ

古こ

安や
す

秀ひ
で

1 令和８年度鳥羽市一般会計補正予算（第２号） 6月4日 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○○ ○○ ○○ ○○ ○○
2 令和８年度鳥羽市一般会計補正予算（第３号）

6月22日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

3 令和８年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

4 令和８年度鳥羽市水道事業会計補正予算
（第１号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

5 鳥羽市印鑑条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

6 鳥羽市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

7 財産の取得について 6月4日 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
8 断水に伴う損害賠償の額を定めることについて

6月22日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
9 鳥羽市立地適正化計画の策定について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
10 財産の取得について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
11 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議1 議会報告会並びに意見交換会（ＴＯＢＡミライトーク）への議員の派遣について 6月4日 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

報告1 令和７年度鳥羽市一般会計繰越明許費繰越計算について
報
告
に
つ
き

採
決
な
し報告2 令和７年度鳥羽市水道事業会計予算繰越計算について

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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鳥羽市議会議員政治倫理条例の規定により、前年１年間を通じて議員であった者の納税等状況を公表します。

《表示例》
○○：	� 当該年度に納付すべき

額が、納付済みの場合。
××：	� 当該年度に納付すべき

額が、未納付の場合。
－：	納付義務がない場合。

※１	�介護保険料について
は、介護保険法第129
条第2項の規定に該当
する者が対象。

※２	�納付義務がない事実上
の納付分については、
報告対象外。

納税等状況報告

議
席

議
員
氏
名

市
・
県
民
税

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

国
民
健
康

保
険
税

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

※
１

水
道
料
金

下
水
道
料
金

1 倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ― ― ○○ ―

2 五
いがらし

十嵐ちひろ ― ― ― ― ○○ ― ― ― ―

3 世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと ○○ ○○ ○○ ― ○○ ― ― ○○ ○○

4 山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ ○○ ○○ ○○ ○○ ― ― ― ― ―

5 瀬
せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち ○○ ○○ ― ― ○○ ― ― ― ―

6 南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき ○○ ○○ ○○ ― ○○ ― ○○ ○○ ―

7 濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ― ― ○○ ―

8 河
かわ

村
むら

　孝
たかし ○○ ― ― ― ○○ ― ― ○○ ―

9 戸
と

上
がみ

　健
けん ○○ ○○ ― ― ○○ ○○ ○○ ― ―

10 木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち ○○ ○○ ○○ ― ― ― ○○ ○○ ―

11 坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ ○○ ― ― ― ― ― ― ― ―

12 尾
お

﨑
ざき

　幹
みき ○○ ― ○○ ○○ ○○ ― ― ― ―

13 世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで ○○ ○○ ○○ ― ○○ ― ○○ ○○ ―

令和７年度政務活動費収支報告
議
席

議
員
氏
名

交
付
決
定
額

支
出
合
計

調
査
研
究
費

研
修
費

広
報
費

広
聴
費

要
請
・
陳
情

活
動
費

会
議
費

資
料
作
成
費

資
料
購
入
費

人
件
費

事
務
費

返
還
額

1 倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし 156,000 156,000 156,000 0 

2 五
いがらし

十嵐ちひろ 156,000 142,279 17,000 113,515 11,764 13,721 

3 世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと 156,000 40,000 40,000 116,000 

4 山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ 156,000 156,000 91,490 64,510 0 

5 瀬
せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち 156,000 19,668 19,668 136,332 

6 南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき 156,000 156,000 156,000 0 

7 濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 156,000 156,000 92,060 63,940 0 

8 河
かわ

村
むら

　孝
たかし 156,000 156,000 76,858 17,088 8,000 54,054 0 

9 戸
と

上
がみ

　健
けん 156,000 153,920 153,920 2,080 

10 木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち 156,000 156,000 51,280 101,320 3,400 0 

11 坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ 156,000 122,185 11,340 31,530 59,856 19,459 33,815 

12 尾
お

﨑
ざき

　幹
みき 156,000 156,000 120,776 35,224 0 

13 世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで 156,000 156,000 122,353 33,647 0 

（単位：円）

（単位：円）

令和8年5月25日現在
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南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

問	�

令
和
４
年
９
月
、
台
風
15
号
の
豪
雨
に
よ

り
菅
島
町
東
谷
地
区
で
市
道
が
冠
水
し
、

床
下
・
床
上
浸
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
４

年
近
く
経
過
し
た
中
、
冠
水
対
策
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
即
効
性
の
あ
る
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答	�

建
設
課
長　

道
路
側
溝
の
流
末
は
漁
港

内
に
排
水
し
て
お
り
、
水
路
断
面
の
検

証
を
含
め
た
調
査
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

即
効
性
の
あ
る
対
策
と
し
て
、
雨
水
を
現

状
よ
り
早
く
排
水
で
き
る
よ
う
、
側
溝
蓋

を
集
水
で
き
る
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
に
取

り
換
え
る
等
の
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問	�

菅
島
町
東
谷
地
区
の
市
道
の
冠
水
対
策

を
早
急
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

ど
う
で
す
か
。

答	�
市
長　

か
な
り
深
刻
な
状
況
だ
と
理
解
し

ま
し
た
。
緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
い
ち
早
く
着
手
し
、
長
い
ス
パ
ン
で
や

る
も
の
は
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問	�

離
島
で
の
高
齢
者
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

お
け
る
島
内
介
助
・
船
内
介
助
の
問
題
解

決
は
、
素
早
い
対
応
と
決
断
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答	�

市
長　

島
内
介
助
・
船
内
介
助
に
つ
い

て
は
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
市
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
島
民
の
温

か
い
共
助
が
か
み
合
っ
て
住
み
や
す
い
離

島
の
生
活
環
境
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
前
に
進
ん
で
い
く
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

市
長計

画
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す

菅
島
町
東
谷
地
区
の
市
道
の

冠
水
対
策
を

一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

日程 議員氏名 項目

６
月
９
日（
火
）

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき 菅島町における市道等のインフラ整備について／鳥羽市の離島における障がい者・高齢者支援について

戸
と

上
がみ

　健
けん 市政にとって焦眉の諸課題を質す／戦争と平和について

五
い が ら し

十嵐ちひろ HPVワクチン接種の推進と非対象者への接種費用補助について

尾
お　ざき

﨑　幹
みき 市民の生命・権利・資産を守りぬくための『地籍調査』抜本的改革について

世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで 鳥羽市のゼロカーボン施策の推進について

６
月
10
日（
水
）

世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと 熊対策及び獣害駆除対策の現状と今後の対策について

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 第六次鳥羽市総合計画の実現に向けた、海の恵みを活かした「稼げる鳥羽」の地域経済戦略について

山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ 鳥羽市の観光を支える水産業について

倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし 第３次鳥羽市教育ビジョンの施行と鳥羽中央中学校の開校に伴う新たな鳥羽の教育の幕開けについて

鳥羽市公共施設等総合管理計画と廃校施設の現況について

坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ ひとり親家庭への切れ目のない支援とヤングケアラーへの支援について

鳥羽から世界へつながる英語教育の推進について

６月９日・６月10日に10人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。
※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

各議員の動画はこちらからご覧いただけます↑

令和4年9月の台風15号の豪雨により
菅島町東谷地区の市道が冠水した状況

市
長

 �

前
に
進
ん
で
い
く
よ
う
に
検
討
し
て
い

き
ま
す

離
島
に
お
け
る
通
所
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
問
題
解
決
は
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問	�

市
内
全
般
に
原
油
危
機
の
影
響
が
出
て
い

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
市

長
の
ご
所
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

何
ら
か
の
対
応
は
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問	�

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
派
遣
に
つ
い

て
、
教
育
長
と
し
て
の
ご
所
見
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

答	�

教
育
長　

本
市
は
、
非
核
平
和
都
市
宣
言

を
行
っ
て
お
り
、
平
和
教
育
は
大
変
大
切

で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
長

 �

平
和
教
育
は
大
切
で
あ
る

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
派
遣
に

つ
い
て
教
育
長
の
所
見
は

戸
と

上
がみ

健
けん

問	�

原
油
危
機
が
鳥
羽
市
の
中
小
零
細
企
業
を

直
撃
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
実
態
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

塗
装
関
連
工
事
の
遅

延
、
資
材
価
格
の
上
昇
に
よ
る
事
業
コ
ス

ト
の
増
加
や
価
格
転
嫁
に
よ
る
負
担
増

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

	�

健
康
福
祉
課
長　

介
護
用
お
む
つ
が
８

月
に
値
上
げ
さ
れ
る
見
通
し
で
、
こ
れ
か

ら
品
薄
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

	�

農
林
水
産
課
長　

農
林
水
産
分
野
で
は
、

原
油
由
来
の
物
品
の
値
上
が
り
が
経
営

を
圧
迫
し
て
お
り
、
事
業
の
継
続
に
深

刻
な
影
響
が
生
じ
る
も
の
と
強
く
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　

	�

定
期
船
課
長　

当
初
予
算
１
億
４
０
０
０

　

	�

万
円
の
燃
料
費
予
算
が
２
億
３
０
０
０
万

円
程
度
に
膨
ら
む
と
想
定
し
、
離
島
住

民
の
生
活
航
路
で
も
あ
る
市
営
定
期
船

の
運
航
見
合
せ
と
い
う
事
態
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

市
長何

ら
か
の
対
応
は

行
い
た
い

原
油
危
機
の
影
響
に
つ
い
て

市
長
の
所
見
は

問	�

子
宮
頚
が
ん
等
の
原
因
と
さ
れ
る
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
感
染
を
予
防

す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

答	�

地
域
医
療
担
当
副
参
事　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
１
回
目
を
接
種
さ
れ
た
方
を
接
種
意

向
が
あ
る
と
判
断
し
カ
ウ
ン
ト
い
た
し
ま
す

と
、
令
和
３
年
度
は
接
種
者
が
22
人
で
接

種
率
は
７
．４
％
と
な
り
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
20
人
、
７
．５
％
、令
和
５
年
度
は
17

人
、
７
．２
％
、令
和
６
年
度
は
35
人
、16
．

２
％
、
令
和
７
年
度
は
12
人
、
５
．８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問	�

17
歳
ま
で
に
１
回
以
上
接
種
し
た
人
の

割
合
の
近
似
累
積
接
種
率
を
出
し
て
み

ま
す
と
35
〜
49
％
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を
終
了
し
た
女

子
へ
の
補
助
、
ま
た
男
性
へ
の
接
種
費

用
の
補
助
を
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
国
に
お
い
て
も
定
期
接
種
化
に
向

け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
優
先
す
べ
き
課
題

と
し
ま
し
て
は
、
接
種
率
の
さ
ら
な
る
向

上
を
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か
り
と
情
報

を
お
伝
え
し
、
不
安
の
あ
る
方
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
行
う
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
接
種

期
間
を
逃
す
こ
と
な
く
ご
活
用
い
だ
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

五
い が ら し

十嵐ちひろ

市
長優

先
す
べ
き
課
題
は

接
種
率
の
更
な
る
向
上

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
非
対
象
者
へ
の
補
助
を

町内会が建立した「平和の礎」
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問	�

鳥
羽
市
全
体
の
地
籍
調
査
（
国
土
調
査
）

の
進
捗
率
は
何
％
で
す
か
。
ま
た
、
鳥
羽

市
全
体
を
終
え
る
の
に
は
何
年
か
か
り
ま

す
か
。

答	�

建
設
課
長　

令
和
７
年
度
末
時
点
で
36
．

64
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
ペ
ー

ス
で
い
く
と
、
２
０
０
年
以
上
か
か
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問	�

な
ぜ
こ
こ
ま
で
都
市
計
画
区
域
内
の
地
籍

調
査
に
消
極
的
な
の
か
、
そ
の
理
由
を
副

市
長
に
問
い
ま
す
。

答	�

副
市
長　

都
市
計
画
区
域
内
が
特
段
に

消
極
的
と
は
認
識
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
鳥
羽
駅
前
の
鳥
羽
１
丁
目
か
ら
５

丁
目
と
そ
の
周
辺
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地

籍
調
査
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問	�

都
市
計
画
区
域
内
の
国
調
、
具
体
的
に

は
立
地
適
正
化
計
画
、
旧
鳥
羽
町
の
国
調

を
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、市
長
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答	�

市
長　

立
地
適
正
化
計
画
の
中
に
し
っ

か
り
は
め
て
や
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ

は
短
期
の
も
の
で
は
な
く
10
年
ス
パ
ン
、

あ
る
い
は
20
年
ス
パ
ン
で
住
民
の
方
に

周
知
し
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
指
針
と
な
る
地
籍
調

査
は
し
っ
か
り
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お

り
、
特
に
住
宅
地
に
つ
い
て
は
や
っ
て
い

き
ま
す
。

意
見 �

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
も
無

駄
な
と
こ
ろ
を
削
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
決
断
で
す
。変
革
の
ス
イ
ッ
チ
し
っ
か
り

と
押
し
て
く
だ
さ
い
。

尾
お

﨑
ざき

　幹
みき

市
長地

籍
調
査
は

し
っ
か
り
や
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る

旧
鳥
羽
町
の
国
調
を

重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
を

問	�

鳥
羽
市
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

２
０
２
２
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
を
発
表
し
、
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

宣
言
の
目
的
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

環
境
課
長　

２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定

に
お
い
て
「
世
界
的
な
気
温
上
昇
を
１
．

５
℃
未
満
に
抑
え
る
」
と
い
う
目
標
が
共

有
さ
れ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と

が
目
的
と
な
り
ま
す
。

問	�

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

海
洋
生
物
に
よ
っ
て

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
が
取
り
込
ま
れ
、
海

藻
な
ど
に
吸
収
・
貯
留
さ
れ
た
二
酸
化

炭
素
を
数
値
化
し
、
そ
れ
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
取
引
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
市

内
で
は
鳥
羽
磯
部
漁
協
が
中
心
と
な
っ

て
こ
の
取
組
を
進
め
、
令
和
５
年
度
か
ら

８
年
５
月
末
ま
で
に
21
．６
ト
ン
、
総
額

２
３
７
万
６
０
０
０
円
の
取
引
を
市
内
21

事
業
所
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問	�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
施
策
の
推
進
に

よ
っ
て
、
鳥
羽
の
活
性
化
を
ど
う
図
っ
て

い
き
ま
す
か
。

答	�

市
長　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
環
境

配
慮
型
の
宿
泊
、
あ
る
い
は
飲
食
の
提
供

に
よ
る
高
付
加
価
値
化
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

削
減
や
省
エ
ネ
対
策
の
徹
底
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
な
観
光
地
化
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル

パ
ー
ク
や
奈
佐
の
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
前

面
に
出
し
な
が
ら
、
環
境
問
題
を
最
前

線
に
持
っ
て
い
っ
て
、
鳥
羽
市
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 世

せ

古
こ

安
やす

秀
ひで

市
長環

境
問
題
を
最
前
線
に

持
っ
て
い
き
、
鳥
羽
市
の

高
付
加
価
値
化
を

図
り
た
い

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
施
策
で
鳥
羽
の

活
性
化
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か

国崎鎧崎近海の藻場の磯焼けの様子。
地球温暖化が要因の一つと言われています。
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濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

問	�

海
の
恵
み
を
活
か
し
た
漁
業
と
観
光
の
連

携
に
お
い
て
、
経
済
波
及
効
果
を
高
め
る

た
め
に
域
内
調
達
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

経
済
波
及
効
果
を
高

め
る
た
め
に
は
、「
観
光
入
込
客
数
」「
観

光
消
費
額
」「
域
内
調
達
率
」
の
三
つ
の

視
点
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
域
内
調
達
率
の
向
上
は
既
存
の
流

通
の
仕
組
み
を
変
え
る
と
い
っ
た
難
し
い

分
野
で
す
が
、
地
域
内
で
経
済
を
循
環

さ
せ
る
た
め
に
は
重
要
な
視
点
で
あ
り
、

今
後
も
挑
戦
し
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

観
光
政
策
を
通
じ
て
離
島
振
興
、
２
次
交

通
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
多
言
語
対
応
、
雇
用

創
出
、
市
民
所
得
向
上
な
ど
、
人
口
減
少

時
代
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
地
域
経
済

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
第
六
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
誰
も
が
キ
ラ
め
く
鳥
羽
」
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答	�

観
光
商
工
課
長　

本
市
に
お
い
て
観
光

は
、
地
域
経
営
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
口

減
少
が
進
む
中
で
は
、
観
光
客
数
だ
け

を
追
う
の
で
は
な
く
、観
光
の
質
を
高
め
、

消
費
額
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
消
費
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
た

め
、
鳥
羽
ざ
か
な
の
活
用
や
、
市
内
中

小
企
業
の
振
興
な
ど
を
進
め
て
い
く
取

組
が
地
域
資
源
の
維
持
、
雇
用
や
市
民

所
得
の
向
上
、
さ
ら
に
は
公
共
交
通
の
維

持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

観
光
商
工
課
長

今
後
も
挑
戦
し
て
い
く
べ
き

課
題
で
あ
る

漁
観
連
携
に
お
い
て
、
域
内
調

達
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る

問	�

熊
の
出
没
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
の
熊
出
没
リ
ス
ク
の
認
識
と
事
前

の
備
え
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

都
市
部
で
も
熊
が
出
没
し
て
い

る
状
況
で
、
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

想
定
し
た
対
策
を
始
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
体
制
の

構
築
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
平
時
か
ら
の
備
え

を
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問	�

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
捕

獲
・
駆
除
体
制
が
重
要
で
す
。
未
知
の
対

応
を
求
め
ら
れ
る
中
、
ハ
ン
タ
ー
の
確
保

や
対
策
に
向
け
た
課
題
は
ど
う
で
す
か
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

課
題
は
、
現
場
対
応

し
て
い
た
だ
く
ハ
ン
タ
ー
の
確
保
で
す
。

熊
の
駆
除
は
ラ
イ
フ
ル
銃
等
が
必
要
で

す
が
、
資
格
者
が
少
な
く
、
近
隣
自
治

体
や
広
域
的
な
協
力
体
制
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

鹿
や
猪
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
車
と

の
接
触
事
故
な
ど
市
民
生
活
へ
の
影
響
も

出
て
お
り
、
獣
害
対
策
を
望
む
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
捕
獲
従

事
者
不
足
も
深
刻
化
し
て
お
り
、
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
に
報
酬
額
な
ど
の
処
遇

改
善
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

本
市
の
報
酬
単
価
は

近
隣
自
治
体
と
比
較
し
て
低
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町
の
水
準
も

参
考
に
し
な
が
ら
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、

見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

市
長

平
時
か
ら
の
備
え
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

熊
出
没
に
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か

第3期観光アクションプログラム
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け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

鳥
羽
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
廃
校
施
設
の
利
活
用
を

含
め
、
大
変
注
目
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

進
捗
状
況
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答	�

財
政
課
長　

今
年
度
を
更
新
年
度
と
位

置
づ
け
、
現
在
自
庁
で
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
令
和
９
年
３
月
の
更
新
完
了
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

財
政
課
長

 �

令
和
９
年
３
月
の
更
新
完
了
を
目
指
す

鳥
羽
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
更
新
は

山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ

問	�

鳥
羽
市
の
水
産
業
の
元
気
が
な
く
な
る

と
、
関
連
す
る
産
業
に
ど
う
影
響
し
ま

す
か
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

加
工
、
流
通
、
販
売

の
他
、
市
内
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
等
の
食
材

の
提
供
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
が
失
わ
れ
れ
ば
人
口
の
定
着
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

問	�

離
島
に
お
け
る
水
産
業
の
重
要
性
を
ど
う

認
識
し
て
い
ま
す
か
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

離
島
地
区
の
漁
獲

デ
ー
タ
で
は
、
生
産
額
、
生
産
量
共
に

市
内
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

養
殖
も
含
め
、
多
種
多
様
な
水
産
業
は

重
要
な
産
業
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問	�

水
産
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

鳥
羽
磯
部
漁
協
と
連

携
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
加
工
施
設
の

整
備
等
、
国
や
県
の
支
援
も
受
け
な
が

ら
様
々
な
角
度
か
ら
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問	�

漁
業
環
境
の
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

聞
き
ま
す
。

答	�

農
林
水
産
課
長　

近
年
の
海
洋
環
境
の

変
化
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

本
市
と
し
て
は
、
個
別
の
問
題
に
丁
寧
に

対
応
し
、
今
後
も
漁
業
者
や
漁
協
の
皆

様
と
十
分
に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
実

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

今
後
の
水
産
業
の
継
続
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

１
次
産
業
、
特
に
水
産
業
は
鳥

羽
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な
産
業
で
す
の

で
、
柔
軟
に
、
多
面
的
な
方
向
性
を
も
っ

て
議
論
し
、
若
手
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
、
来
る
べ
き
時
代
に
備
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長来

る
べ
き
時
代
に

備
え
て
い
き
た
い

水
産
業
の
継
続
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は

問	�

鳥
羽
中
央
中
学
校
の
広
域
な
校
区
に
お
い

て
は
、
小
学
校
５
校
と
地
域
と
の
横
の
連

携
、
小
・
中
学
校
の
縦
の
連
続
が
重
要
で

す
。
菊
川
市
の
よ
う
に
中
学
校
区
に
一
つ

の
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
な
ど
、

新
た
な
組
織
体
系
を
築
く
必
要
は
な
い
で

す
か
。

答	�

学
校
教
育
課
長　

現
時
点
で
規
則
改
正

等
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
度
の
学

校
運
営
協
議
会
設
置
後
の
課
題
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
本
市
に
適
し
た
小
中
連
携
、

校
区
全
体
を
見
据
え
た
学
校
運
営
協
議

会
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問	�

第
３
次
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
施
行
、
益
々
膨

ら
む
鳥
羽
の
教
育
課
題
に
ど
の
よ
う
な
覚

悟
で
臨
み
ま
す
か
。

答	�
教
育
長　

大
き
く
３
点
の
覚
悟
を
持
っ

て
臨
み
ま
す
。
そ
の
１
つ
は
、
教
育
環
境

の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、
未

来
へ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
す
。
時
代

の
変
化
に
応
じ
た
変
化
を
恐
れ
て
は
い

倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし

教
育
長

教
育
環
境
の
変
化
に
迅
速

か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る

第
３
次
鳥
羽
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

施
行
に
あ
た
っ
て
の
覚
悟
は

地域スポーツクラブ関係者によるグラウンド整備
（旧加茂中学校にて）
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坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ

問	�

英
語
は
、
世
界
の
人
々
と
つ
な
が
る
た
め

の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
英
語
を
習
得
す

る
こ
と
は
、
将
来
の
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
の

選
択
肢
を
広
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
異
文

化
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
本
市
に
お
い
て
も
英
語
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。そ
こ
で
、第
３
次
鳥
羽
市
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
本
年
４
月
に
改
訂
さ
れ
た
鳥
羽
市

英
語
教
育
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
滑
ら
か
な
架
け
橋
（
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
）
の
創
出
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答	�

学
校
教
育
課
長　

令
和
８
年
度
に
は
、
鳥

羽
市
英
語
教
育
推
進
計
画
と
と
も
に
、
鳥

羽
市
小
学
校
共
通
の
小
学
１
年
か
ら
６
年

ま
で
の
英
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂

し
ま
し
た
。
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
は
英
語
教
育
が
必
修
化
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
に
よ
り
、

小
学
１
、２
年
生
段
階
か
ら
系
統
的
に
英

語
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間
を
見
通
し
た

一
貫
性
の
あ
る
指
導
が
可
能
と
な
り
、
小

中
学
校
間
の
円
滑
な
接
続
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問	�
本
市
に
お
け
る
今
後
の
英
語
教
育
に
つ
い

て
、
教
育
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答	�

教
育
長　

鳥
羽
な
ら
で
は
の
英
語
教
育

を
鳥
羽
市
の
教
育
の
特
色
あ
る
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
長

鳥
羽
市
の
教
育
の

特
色
あ
る
取
組
の
一
つ

と
し
て
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
き
た
い

今
後
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

教
育
長
の
所
見
は

あなたのまちへ議員を派遣します。お気軽にお申し込みください！

令和８年６月１日（月）～令和９年３月３１日（水）
（土、日、祝日、夜間の開催も可。）

実施期間

市内在住、在勤、在学の５人以上のグループが
市内で実施する集会へ議員を派遣します。

対象

派遣までの流れ

対面方式 グループディスカッション方式

市 民
議 員

テーマ一覧

申込方法
申込用紙（市議会ホームページからダウンロード可）
により、原則、実施希望日の３週間前
までに電子メール、ファクス、郵送、
持参で申し込んでください。

話し合いたいテーマを一覧表から選択し、議会
事務局へ申し込んでください。

当日、担当議員が出向いて、意見交換を行い
ます。なお、希望する対話方式について、「対
面方式」または「グループディスカッション方
式」のどちらかをお選びください。

議会事務局で受け付けし、広報広聴委員会で
派遣する議員数を調整します。

ＴＯＢＡミライトーク募集中！

①～⑥
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　令和8年6月26日（金）に令和7年度鳥羽市議会サポーターとしてご活躍いただいた方々へ感謝状の
贈呈を行った後、議員と「今後の市議会サポーター制度の活動について」をテーマに意見交換会を実
施しました。

　令和7年度は13名の鳥羽市議会サポーターに本会議・委員会の傍聴や意見交換会等にご参加いた
だき、1年間で約50件の議会運営等に関するご意見をいただきました。
　鳥羽市議会サポーター制度開始の初年度ということもあり、運営について至らない点も多くありまし
たが、令和8年度はこの1年間の活動内容を十分に生かし、鳥羽市議会サポーター制度をさらにパワー
アップさせたいと考えております。

～ 1年間ありがとうございました～

◦�議会だよりに次回議会開催スケジュールを掲載
◦�本会議場傍聴席へ席次表を複数個所に掲示

鳥羽市議会サポーターから寄せられた意見をもとに改善・実施した事項

◦�一般質問通告者一覧表の表紙に順番を記載
◦�広報広聴委員会委員が議会SNSの更新を担当

鳥羽市議会サポーター鳥羽市議会サポーター
感謝状贈呈式・意見交換会感謝状贈呈式・意見交換会をを

実施実施しましたしました
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編集後記
　わたしの議会。（とば市議会だより）第196号をお届けします。
　鳥羽市議会サポーター制度がスタートして１年が経ちました。サポーター
の皆さんからいただく率直な意見や声は、私たち議員にとって新たな気づき
となり、議会をより良くしていくための大切な力となっています。多くの方に議
会を知っていただくだけでなく、関心を持ち、さまざまな形で関わっていただ
きながら、鳥羽の未来を考え、より良いまちづくりを進めていければと思いま
すので、これからもこの制度への参加とご理解をお願いします。
� 記　世

せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

広報広聴委員会 委員長　　山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ

副委員長　濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

委員　　　倉
くら

田
た

正
まさ

義
よし

委員　　　五
い が ら し

十嵐ちひろ

委員　　　世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

委員　　　南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

委員　　　河
かわ

村
むら

　孝
たかし

傍聴してみませんか？
　本会議や委員会は原則公開されて
おり、傍聴が可能となっています。
ぜひ実際の議会中の空気を感じてみ
てください。

令和８年９月議会のご案内

※�会議日程は変更する場合があります。開催時刻等、詳細は市議会カレン
ダー（右記QRコード）よりご確認ください。
　なお、一般質問の日程は質問者の人数により次のとおり変動します。
◦質問者が5人以下の場合→1日間（9月1日のみ）
◦質問者が6人以上～ 10人以下の場合→2日間（9月1日・2日）
◦質問者が11人以上の場合→3日間（9月1日・2日・3日）
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